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夜
間
中
学
校
の
開
設
以
来
、
生
徒

と
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
念
願
で
し
た
階

段
昇
降
機
が
今
回
共
同
募
金
か
ら
の

配
分
を
受
け
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

生
徒
の
平
均
年
齢
が
70
歳
を
越
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
１
階
か
ら
３
階

ま
で
の
階
段
を
登
の
は
大
変
な
こ
と

で
し
た
。
杖
を
使
用
し
て
い
る
生
徒

や
膝
の
手
術
を
う
け
て
い
る
生
徒
も

複
数
人
お
り
ま
す
の
で
、
階
段
昇
降

機
を
見
て
歓
声
を
あ
げ
て
お
り
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
設
置

の
報
告
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
「
学
校

に
通
う
の
は
楽
し
み
だ
け
ど
、
階
段

を
思
う
と
た
め
息
が
で
る
ん
だ
よ
ね
。

明
日
か
ら
は
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
ね
。」 

　
「
あ
り
が
た
い
ね
ぇ
。
い
つ
も
は

２
階
で
休
ん
で
か
ら
登
っ
て
い
た
け

ど
こ
れ
で
ま
っ
す
ぐ
教
室
に
い
け
ま

す
よ
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
生
徒

一
同
か
ら
拍
手
が
わ
き
あ
が
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 あ

り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ 

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ 

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ 

事
業
名
　
夜
間
中
学
施
設
・
階
段
昇
降
機
整
備
事
業 

配
分
額
　
１
，
２
４
０
，
０
０
０
円 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

　
　
珊
瑚
舎
ス
コ
ー
レ
（
那
覇
市
） 

社会福祉法人　沖縄県共同募金会 
　ＴＥＬ 098－882－4353 
　ＦＡＸ 098－882－4270 
沖縄県共同募金会ホームページ 
　http://www.okishakyo.or.jp/html/kyoubo/
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シリーズ 

活動最前線 

�
�
�
�
�
�
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福
祉
施
設
経
営
相
談

福
祉
施
設
経
営
相
談 

福
祉
施
設
経
営
相
談 

労
務
管
理
編

労
務
管
理
編 

労
務
管
理
編 
Ｑ＆Ａ

 

　
県
社
協
で
は
経
営
支
援
室
を
設
置
し
、

福
祉
施
設
の
経
営
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
、
施
設
経
営
、

職
員
の
処
遇
、
会
計
・
税
務
、
法
律
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て

２
名
の
経
営
支
援
員
と
３
名
の
専
門
相

談
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。 

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会 

経
営
支
援
室 

電
　
話
０
９
８（
８
８
７
）２
０
３
７（
直
通
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８（
８
８
７
）２
０
４
３（
直
通
） 

 

今回、回答して頂くのは 

本会「福祉施設経営相談支援事業専門相談員」の 

社会保険労務士 江尻 育弘先生です。 

現在、タイムカードを使って労働時間の管理及び給与の管
理をしています。タイムカードは打刻により一分刻みの端
数が出ますが、これをどのように処理したら良いでしょうか。 

　賃金については、法定５原則というものがあります。（労働基準法
第24条） 
①通貨払いの原則、②直接払いの原則、③全額払いの原則、④毎月
一回以上支払いの原則、⑤一定期日払いの原則 
　この原則からいえば、一分刻みの労働でも賃金を支払う義務が生

じます。ただし、これについては行政解釈が出ています。一か月における時間
外労働、休日労働、及び深夜業の各々の時間数の合計に１時間未満の端数があ
る場合に、30分未満の端数を切り捨て、それ以上を１時間に切り上げること。
（昭63．３．14　基発150号） 
　したがって、一月分の総労働時間を合計した上で、上記の処理をすることに
ついて、問題はありません。 
　さて、福祉の仕事は人間相手の仕事ということもあり、なかなか時間どおり
に終わることが難しいケースが多々あります。しかし、もし仕事が終わって同
僚と無駄なおしゃべりをたっぷりしたあと、タイムカードを押すなどという行
為があるならば、労使で一度、賃金不払い残業と、誠実労働義務について話し
合ってみるのも良いかもしれません。なぜならば、労働基準法第11条では賃
金について「この法律で賃金とは、賃金、給料、手当、賞与、その他名称の如
何を問わず、労働の対償として使用者が労働者に支払うすべてのものをいう」
と定めています。これは労働でない、手待ち時間でもない、労働から解放され
た時間にまで賃金を支払う義務はないという意味でもあります。 
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